平成２８年度　「ちょっとてれくさい孝行のメッセージ」　募集要項

                                                    ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ  http://koukounet.com/　　
　　　　　　　

応募先 〒６７９－１３２７

兵庫県多可郡多可町加美区市原542-1
市原村づくり協議会　事務局　池田　明隆 

問い合わせ ℡　0795－36－0232　　　　　携帯　090-1961-6631
募集内容　直接言うのはちょっと照れくさい、そんな孝行のメッセージを募集。

この公募は、山仕事で足を失った養父にかわり、１５歳から家計を支え続け、大正時代に「孝子節婦」３人の内１人に選ばれた女性、故・森安小春さんの不屈の精神と徳を伝えようと、市原地区の「孝行の里づくり」 の一環として、１９９６（平成８）年度より実施。毎年、５５（孝行） 作品を選び、優秀作品集を作成している。　また、第１回より１５回の優秀作品を収録した作品集を出版しており、希望者には１冊500円で限定販売を行っている。 

応募規定　メッセージは７０字以内とする。

はがき（官製、私製を問わない）にメッセージと住所、氏名、年齢、性別、電話番号を必ず明記。応募点数制限はなし。ただし、１枚につき１点。

学校等でまとめて応募の場合は、応募用紙をダウンロードし使用する。

編集の都合上、若干の加除、修正もありうる。

【メールでの応募について】

メールの本文にメッセージを記入し、住所・氏名・年齢・性別・電話番号を必ず明記すること（メールでの応募は１人２点まで）

アドレスは  2016koharu@koukounet.com
　　　　　（迷惑メール対策としてはじめの#を削除してから送信してください）

その他の応募規定ははがきの場合と同じとする 
応募資格　問わない 

賞　　　  最優秀賞１点　　　５万円（副賞　市原産こはる米　5kg袋）

優秀賞５点　　　　１万円（副賞　市原産こはる米　5kg袋）

佳作５点　　　　　市原産こはる米　5kg袋 
締切　　　２０１７年（平成２９年）１月３１日（当日消印有効）
　（メールの場合も同様とする）　 

発表　　　２０１７年（平成２９年）５月上旬　入賞者に通知 
主催　　　市原村づくり協議会 

後援　　　多可町、杉原谷郵便局、市原農会 

著作権　　応募作品は主催者に帰属するものといたします。 

その他　　ご入力された個人情報は、本件目的以外に利用することはありません。 

●平成２７年度　入賞作品決まる　　(H28.3.11) 

【最優秀賞】

遠く母の日にこのくらいと送ったブラウス。

「ピッタリヨ」の声。
安堵するも遺品を見ると
布いっぱいに縫い直して着ていたとは

「母さんごめんね。」
水名純子　（富山県）

●総評

　　　平成２５年１２月２１日、多可町と森安小春さんの生誕地、丹波市を結ぶ県道丹波加美線、清水坂トンネルが開通し、この道の愛称が『小春ロード』と命名されました。このトンネルを介して丹波市の葛野地区との交流、そして従来より交流を続けている神河町新田地区とを結ぶ拠点として、区民の念願であった交流施設、『市原交流会館』が、平成２７年１月１８日にめでたく竣工いたしました。この施設は、地域を越えた交流施設として、今後ますます重要な役割を果たしていくことと思います。そんな中、例年開催されている交流イベント「こうこう・レンゲまつり」ですが、今年もちょっとてれくさい孝行のメッセージ展が森安こはるさんとご縁のある丹波市や神河町の皆様を招待して盛大に行われました。全国各地から応募いただいた力作１，５４１点が、新築なった交流会館に並べられました。
応募作品は、全国４７都道府県全てから寄せられ、海外からも３点の応募がありました。また、高等学校、中学校、そして小学校から団体としての応募もあり、学校教育の中で、授業の一環として取り組んでいただいていることに敬意を表します。審査は、地元住民が、新築なった交流会館に集まり、１枚１枚丁寧に読みながら付箋を貼っていくという方法で行いました。素人審査員ではありますが、作品に描かれる情景に思いをはせながら素人ならではの感覚で選びました。
